
背景と目的

肥料取締法施行規則等の改正により、堆肥の土づくり効果

と化学肥料の高い肥効を併せもった新しい肥料「混合堆肥複

合肥料」の生産・流通が可能となった。これにより、堆肥の

新たな需要拡大と施肥管理の省力化が期待される。

そこで、農家のニーズが高い窒素を強化した混合堆肥複合

肥料の製造及び利用技術の確立を目指して、鶏ふんまたは牛

ふん堆肥への窒素肥料（硫安、尿素、ＩＢ肥料）の混合割合

の違いが製造効率や保存性に及ぼす影響について検討した。

まとめ
１．製造歩留まり及び容積削減率は、堆肥と窒素肥料の組み合わせにより傾向が異なった。

２．尿素を30%以上混合すると、吸湿による膨化・固結が著しく、形状を維持できなかった。

３．製造時に窒素の損失が起こる場合があるため、窒素の損失を考慮した余裕のある設計を検討

する必要がある。

４．35℃、180日間の密封保存で、外観品質の劣化や破断強度の低下は認められなかった。

材料と方法

試験１ 高窒素混合堆肥複合肥料の製造効率

〈試験区（鶏ふん堆肥を原料とした場合）〉

試験１ 高窒素混合堆肥複合肥料の製造効率

〈試験区（鶏ふん堆肥を原料とした場合）〉

結 果

新規格肥料「混合堆肥複合肥料」の製造技術の検討

図１．製造歩留まり
※印はペレット状に造粒できなかったためデータなし。
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試験２ 高窒素混合堆肥複合肥料の保存性
→保存中のカビの発生や硬さの低下、ペレットの崩壊等
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試験２ 高窒素混合堆肥複合肥料の保存性

〈供試試料〉

・試験１で製造した肥料のうち固結しなかったもの

〈試験方法〉

・35℃・終日暗室条件の恒温槽内で180日間密封保存

して性状の変化を調査（各試験区100g×3）
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高い肥効を併せもった利便性の高い肥料が作れる！
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堆肥堆肥 化学肥料化学肥料

図３．正常な肥料（左）と
膨化・固結した肥料（右）

（単位：乾物重量％）

鶏ふん堆肥 窒素肥料 なたね油かす

鶏●１０ 　５０ １０ ４０

鶏●３０ 　５０ ３０ ２０

鶏●５０ 　５０ ５０ 　０

鶏 １００ 　０ 　０

鶏油かす 　５０ 　０ ５０
※１：●には、混合した窒素肥料（硫安、尿素またはＩＢ肥料）を
　　　硫安、尿素、ＩＢと表記。
※２：牛ふん堆肥の場合も同様の配合で、試験区名の先頭を牛と表記。
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図２．容積削減率
※印はペレット状に造粒できなかった、または固結したためデータなし。

※※ ※※ ※※ ※※ ※※

図４．180日保存後の残存率（n=3）
※それぞれの図中の異符号間に5%水準で有意差あり。
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〈試験方法〉
・原料混合後、直径5mm×長さ
10mmのペレット状に造粒して
90℃、2時間以上加熱乾燥

図４．製造後の窒素変動の例
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